
目的：SUMSグランド・ラウンドは、研究者による研究成果発表及び当該分野
における最新の研究動向について発表する場として活用し、研究者間で
情報共有及び相互理解を深め、新たな研究領域の展開に繋げるとともに、
人材育成に資することを目的として実施する。

①動物生命科学研究センター 技術専門職員 土屋 英明
「医科学研究用カニクイザルの供給基盤の構築とその運用について」
②動物生命科学研究センター 准教授 守村 敏史
「研究者サイドからの研究支援」
③先端がん研究センター 特任助教 山崎 加奈
「カニクイザルを用いたがんモデルの作製」
④病理学講座（疾患制御病態学部門） 教授 伊藤 靖
「感染重症化カニクイザルモデルを用いたワクチン研究」
⑤生理学講座（統合臓器生理学部門）教授 等 誠司
「家族性FUS 変異型ALS病態モデルサル作製と病因メカニズムの
解明を目指して」
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